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【目的】当院でのベルケイド治療は初回時には入院で行い、２コース目以降は外来での化学

療法に移行していくことが多い。私達は入院中に在宅療法をイメージして生活指導を行って

いるが、効果的だったかどうかは把握できていない。患者が外来で化学療法を継続していく

には、治療に伴う副作用症状と生活とのマネジメントやコントロールが不可欠であり、患者

自身がセルフケアしていかなくてはいけないことが多くなる。退院後の生活の大変なことや

困ったことを知ることで、入院中から退院後の生活をイメージしたチームアプローチの方法

を探る。【方法】対象者はＭＭでベルケイドの初回治療を受け、ＰＳが０～１で外来でベルケ

イド治療を行なっている患者である。同意を得た患者に独自で作成したインタビューガイド

を使用し、インタビューを実施した。【結果】対象者の年齢は 50～76 歳。副作用症状は出現

したが、日常生活に支障のない程度だった。どの対象者も副作用については、薬剤師が入る

ことで十分理解できていた。対象者のうち３名は、入院前と変わらず仕事を継続できている

が、「高額な治療費と生活費の面での不安」を抱えていた。また、「体力が続くか病状は進行

しないかなどの身体的な不安」も訴えていた。【結論】患者が退院後抱える不安が明らかにな

った。患者が安心して生活が送れる為には、医師・看護師・薬剤師・SMW と協同したチーム

アプローチが必要である。 
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